
1974 年、
下関カマチ医院として
19 床でスタート。

九州、山口
そして関東へと
施設を拡大。
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手には技術、
頭には知識、
患者さまには愛を
をモットーに、
これからも躍進し続けます！

“
”

2021年現在、
病院25のほか、診療所2、
学校7、助産院1 を運営する
医療グループとして成長！
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カマチグループ【関東版】
一般社団法人巨樹の会

社会医療法人社団埼玉巨樹の会
医療法人社団東京巨樹の会

医療法人社団神奈川巨樹の会

昭和49 年（1974 年）  当時不毛であった救急医療に取り組むため、下関カマ
チ医院 開院（急性期 19 床、後に79 床）

昭和53 年（1978 年）  特定医療法人財団（現・社会医療法人財団）池友会を
創設。

昭和56 年（1981 年）  小文字病院 開院（現・新小文字病院 急性期 214 床）
昭和 62 年（1987 年）  和白病院 開院（現・福岡和白病院 急性期・回復期

３６９床）
平成  2 年（１990 年） 学校法人福岡保健学院（現・学校法人巨樹の会）設立

許可、福岡看護専門学校 開設
平成  ９年（１997 年）  新行橋病院 開院（現・急性期、回復期 246 床）
平成13 年（2001 年）  下関第一病院（旧・下関カマチ医院）を下関リハビリテー

ション病院と改称（現・回復期 165床）
平成15 年（2003 年）  福岡新水巻病院 開院（現・急性期 227 床）
 香椎丘リハビリテーション病院 開院（現・回復期 120 床）
平成16 年（2004 年） 福岡和白 PET 画像診断クリニック 開院
 小倉リハビリテーション学院 開設
 下関リハビリテーション学院（現・下関看護リハビリテー

ション学校） 開設
 八千代リハビリテーション学院 開設
平成17年（2005 年）  福岡和白総合健診クリニック 開院
平成18 年（2006 年）  八千代リハビリテーション病院 開院（現・回復期２４０

床）
平成１９年（２００７年） 福岡和白リハビリテーション学院 開設
平成 20 年（2008 年）  社団法人下関診療協会を社団法人（現・一般社団法人）

巨樹の会と改称
 福岡看護専門学校 水巻校（現・福岡水巻看護助産学

校） 開設
平成 21年（2009 年）  所沢明生病院 開院（急性期 50 床）
 明生リハビリテーション病院 開院（回復期 111床）
 新上三川病院 開院（急性期・回復期 209 床）

平成 22 年（2010 年） 新武雄病院 開院（現・急性期・回復期 195 床）
 みどり野リハビリテーション病院 開院（現・回復期
 １３６床）
 みずまき助産院ひだまりの家　開院
平成 23 年（2011 年）  蒲田リハビリテーション病院 開院（現・回復期180床）
 宇都宮リハビリテーション病院 開院（回復期 96床）
 武雄看護リハビリテーション学校 開設
平成 24 年（2012 年）  小金井リハビリテーション病院 開院（現・回復期
 220 床）
平成 25 年（2013 年） 社団法人から一般社団法人 巨樹の会へ法人変更
 赤羽リハビリテーション病院 開院（現・回復期 240 床）
平成 26 年（2014 年）  松戸リハビリテーション病院 開院（現・回復期180 床）
 千葉みなとリハビリテーション病院 開院（現・回復期 

180 床）
平成 27年（2015 年）  原宿リハビリテーション病院 開院（現・回復期 332 床）
 五反田リハビリテーション病院 開院（現・回復期 

240 床）
平成 28 年（2016 年） 新久喜総合病院 開院（現・急性期・回復期・ICU 含む 

391床）
平成 29 年（2017 年）  江東リハビリテーション病院 開院（現・回復期 300 床）
 医療法人社団（現・社会医療法人社団）埼玉巨樹の会

を創設
平成30 年（2018 年）  東京品川病院 開院（現・急性期・回復期・HCU 含む

４00 床）
平成31年（2019 年）  医療法人社団緑野会から東京巨樹の会へ法人名変更
令和元年（2019 年） 狭山中央病院 開院（急性期・療養 111床）
令和２年（2020 年） 第 2 宇都宮リハビリテーション病院 開院（現・回復期・

療養 240 床）
令和３年（２０２１年） 社会医療法人社団埼玉巨樹の会、医療法人社団神奈川
 巨樹の会を創設

沿　革
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高度で専門的な
 医療を提供する

  救命救急

プロフェッショナルによる
 チーム医療

日本最大級の
  回復期リハビリテーション

    グループ病院

病院数

看護
補助者 数

H25S49 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

1253人

1148人

908人

982人

808人

642人

848人

619人
559人

基本理念

手 には 技 術
　  頭 には 知 識
　 　   患 者 さまには 愛を

私たち、
　　カマチグループの医療

関東、九州・山口に25 の病院を
  有する医療グループ。

     病気を発症してから在宅に復帰するまで
       チームが一丸となり、

          一貫した医療を提供しています。

カマチグループの病院数および、
看護補助者数は毎年、
右肩上がりに増加しています。

病院数および、
看護補助者数の推移

新病院開設等でさらに拡大予定です。

新宇都宮
リハビリテーション病院（仮称）
新築移転開院予定

所沢美原総合病院（仮称）
新築統合開院予定

2022 年秋 2023 年春

『人』を思いやる感性を大切に

関東看護局長

田
た

中
なか

 且
かつ

子
こ

関東看護局長

塘
とう

地
ち

  正
まさ

美
み

　「手には技術、頭には知識、患者さまには愛を」という基
本理念のもと、当グループでは『人』を思いやる感性を大切
にしています。患者さまの在宅復帰を目指してチーム医療を
展開しており、全職員がお互いを尊敬し、協力しながら共に
成長できる環境です。
　一人ひとりの良さを見つけて伸ばし、時間をかけて丁寧に
育てることを心がけています。個々のキャリアアップ支援は
もちろんのこと、海外研修や職員旅行、新人看護職員の懇
親会なども採り入れ、楽しくやりがいある環境づくりを心が
けています。
　きっと、愛あふれる温かな場所であることを実感していた
だけると信じています。みなさんにお会いできますように…。

カマチグループ創設者
社会医療法人財団池友会 理事
一般社団法人巨樹の会 会長
医療法人社団 東京巨樹の会 理事長
社会医療法人社団埼玉巨樹の会 理事
医療法人社団神奈川巨樹の会 理事
学校法人巨樹の会 理事　

蒲
か ま ち

池 眞
ま す み

澄

昭和15年、福岡県八女郡黒木町生まれ。
蒲池家は江戸中期から医師で 9 代目。
九州大学医学部卒。
虎の門病院、九州大学大学院医学研究
科、下関市立中央病院、福岡大学医学
部を経て昭和 49 年、下関市で救急指
定の下関カマチ病院を開院し独立。昭
和 56 年北九州市小倉北区に小文字病
院、昭和 62 年に福岡和白病院を開設
し院長に就任後、平成 15 年から会長
に就任。以後、各法人の理事長をはじ
め理事等に就任。
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私たちの誇れる
特別なこと
私たちは介護のプロフェッショナル !

患者さまが望むこれからの生活に

少しでも近づけるよう入院生活を支えます。

看護補助者は
患者さまの一番身近な存在
　患者さまの一番身近な存在として、多職種と連携を取りながら、
患者さまの情報を共有し、ケアに活かしています。患者さまからの

「ありがとう」のひとことが私たちのパワーの源です。患者さまの
回復を身近に感じることができる、やりがいのあるお仕事です。

看護補助者は
チーム医療の一員です
　私たちのグループは「チーム医療」を推進
しています。医師・看護師・看護補助者・リ
ハビリスタッフなど全ての職種が連携をする
ことによって、はじめて患者さまとともに最
高のゴールを目指して前に進むことができる
と考えています。

　患者さまが日常生活を自力で行えるように、診療上
のサポートや精神面のケアなど幅広い役割を担ってい
ます。「24 時間リハビリ」の考えのもと、看護補助者が
しっかり関わっていく“リハビリテーション介護”を実践
しています。
　離床活動や社会交流を病棟のなかでできる環境づ
くりも重要なポイントです。ご家族の精神的なフォ
ローアップなども行い、スムーズな退院の支援をし
ます。

91.4%

グループの
在宅復帰率

期　間
2020年4月1日～2021年3月31日

24h 365days

　当グループは、最新の放射線治療装置をはじめ
とする高度な医療機器を備えており、診断・手術・
化学療法・放射線治療・緩和治療など、切れ目のない
がん治療の実績が豊富です。心臓血管外科、循環器内
科、外科全般においても多数の症例実績があります。

「医療機器の更新サイクルが早い」ことも当グループ
の特長のひとつです。
　急性疾患や慢性疾患の急性増悪などで、緊急・ 
重症な状態にある患者さまに対して高度で専門的な
医療を提供します。

急性期医療

24時間365日救急を断らない！

とことん在宅支援!
複数の医療専門職がチームとなり後遺症
の回復や日常動作の改善向上を目指す

緊急・重篤な状態にある患者さまに
最善の対応ができる体制整備

One by one
回復期医療

資格取得のサポート体制

資格がなくても
大歓迎

介護福祉士

fi
ght!

※ 2021 年 7月時点

関東カマチグループの
看護補助者数

935人
18 施設の
看護補助者

うち
介護福祉士 498人

　当グループは、介護福祉士（国家資格）の 
資格取得に向けた支援を行っております。
　看護補助者として、当グループで患者さまに
専門的かつ心のこもった介護を提供いただける
職員には、資格取得にかかる費用を最大半額
支援いたします。
カマチグループで介護のエキスパートを目指し
てみませんか？
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夜勤者から患者さまの様子などを日勤者へ引き継
ぎます。ささいな事でも気になる事は日勤者へ伝
達されます。

病棟に運ばれたお食事を患者さまのもとへ運んだり、必要な方には食事の介助をします。一人ではまだ移動できない患者さまのお手伝
いをします。ベッドからの起き上がりや車椅
子への移乗、移動の際のサポートを行います。

肺炎予防や認知
症予防の観 点か
らも口 腔 ケアは
重 要 で す。 毎 食
後、患者さまの口
腔 ケアのお 手 伝
いをします。

カマチグループではトイレでの排泄が

患者さまの尊厳重視と在宅復帰の大

きなポイントととらえ、極力オムツは

使用せず、トイレに行くことを推進し

ています。その大きな一助を看護補

助者と各種スタッフが担っています。

患者さまにとって入浴は楽しみのひ
とつ。看護補助者と看護師が協力
し、自立の患者さまの入浴介助をは
じめ、全介助が必要な患者さまは
機械浴での入浴介助など、安全に
入浴できるようサポートします。

多職種が集まり、入院情報・ADLアッ
プなどの情報を共有する場で、意見
交換もしています（多職種との情報共
有化を推進しています）。

入院中ご自身の状況に悩まれる患者さまの精神
的サポートができるのは、日々の関わりを持つ
看護補助者ならでは。ささやかな思いやりに今
までにたくさんの感謝の言葉を頂いています。

朝礼後の引き継ぎ

食事のサポート

朝の体操

排泄介助入浴介助

移動のお手伝い

ベッドメイキング

更衣介助

社会交流のサポート

食後の口腔ケア

看護補助者が主になり 15分〜 20 分
くらい実施しています。今日も体操か
ら一日が始まります。

患者さまの安全で快適な睡眠のため
に、療養する環境を整えます。

一人で更衣のできない方のお手伝い
をしています。朝はリハビリ着、夜
はパジャマへ更衣します。

日中の活動量をいかに
増やしていくかが在宅
復帰へのカギ。患者さ
まにはベッド上の生活を
極力避け、寝たきり防
止を推進しています。少
しでも楽しく過ごしてい
ただけるよう、デイルー
ムなどで趣向を凝らし
たイベントを定期的に
開催し、活動をサポート
します。

看護補助者のお仕事
どのように介護をしたら患者さまが気持ちよく快適に

過ごせるか、日々考えながら業務を行います。

看護補助者からスタッフに提案したり、日常生活動作を

評価するなど、活躍できる環境が多くあります。

のケアも私たちのつとめです。
精神的サポート

A：単なる「助手」ではなく「看護の観点で補助をする者」という一つの確立された職種として考えているからです。どのよ
うに介護をしたら患者さまが安心して快適に過ごせるか、在宅復帰に向けて日々考慮し、介護業務を行っています。

Q. 看護助手ではなく、なぜ看護補助者と呼ぶの？

A：仕事を始めるにあたっては資格などは必要ありません。入院されている患者さまの社会や在宅への復帰をお手伝いした
いという強い思いと、医療や介護に興味をお持ちの方であれば、どなたでも就業可能です。

Q：就業には、資格が必要ですか？

A：入院されている患者さまはリハビリを行っているとはいえ、医師の指示の下、医療が必要な方たちです。患者さまが安
心してリハビリを行えるよう、身近にいる私たちが心身共に患者さまを支援していく必要があります。施設等と違う点は、
医療やリハビリの知識をたくさん習得しながら働けることです。

Q：一般の介護のお仕事と何が違うの？

まずは…

心
Q&A

多職種カンファレンス

※現在はマスクを着用し、感染防止対策に努めて業務を行っています。

退院や一時帰宅の際にご希望のご家族には、起
き上がりや移乗、排泄といった介助動作をレク
チャーすることも。「腰を痛めない介助の仕方」
や「かかわり方」など、日々の介助業務でのコツ
を伝授します。

ご家族へのケア

患者さまやご家族の支えとなるよう、日々頑張っ
ています！
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